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太
一

広
く
国
民
に
情
報
発
信
を

こ
の
た
び
、
水
道
産
業
新

聞
５
０
０
０
号
を
発
行
さ
れ

ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

創
刊
さ
れ
た
昭
和
�
年
頃

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本

の
水
道
普
及
率
は
�
％
に
も

と
ど
か
な
い
状
況
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
約
�
年

を
経
て
水
道
普
及
率
は
約
�

％
に
ま
で
な
り
ま
し
た
が
、

拡
張
時
代
に
投
資
し
た
水
道

資
産
の
更
新
時
期
が
到
来

し
、
わ
が
国
の
水
道
シ
ス
テ

ム
を
「
維
持
」
し
て
い
く
た

め
に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化

は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

弊
社
は
、
耐
震
化
に
特
化

し
た
製
品
や
蓄
積
さ
れ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
や
首
都
直
下
型
地
震

等
の
巨
大
地
震
に
備
え
た
強

靱
な
水
道
シ
ス
テ
ム
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
構
築
な
ど
水
道
事
業
の

課
題
解
決
に
、
微
力
な
が
ら

貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

水
道
産
業
新
聞
に
は
、
上

下
水
道
界
の
現
状
・
課
題
に

つ
い
て
、
様
々
な
媒
体
を
用

い
て
業
界
内
の
み
な
ら
ず
広

く
国
民
に
伝
え
て
い
た
だ

き
、
情
報
発
信
を
通
じ
て
国

を
挙
げ
た
上
下
水
道
シ
ス
テ

ム
の
持
続
的
発
展
を
促
す
よ

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

情
報
管
理
核
に
Ａ
Ｍ
導
入
を
支
援

上
下
水
道
事
業
は
地
域
に

密
着
し
た
社
会
資
本
で
あ

り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

上
下
水
道
事
業
は
、
各
事
業

体
、
そ
し
て
そ
の
利
用
者
が

望
む
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持

・
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な

費
用
負
担
を
し
て
持
続
で
き

る
こ
と
が
理
想
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
水
道
事
業
で
先

行
し
、
下
水
道
事
業
で
も
取

り
組
み
が
は
じ
ま
り
つ
つ
あ

る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
実
施
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

当
社
と
し
て
は
、
従
来
型

の
調
査
・
計
画
・
設
計
・
施

工
監
理
等
の
業
務
に
加
え

て
、
当
社
の
得
意
と
す
る
情

報
管
理
部
門
を
核
に
、
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
導
入
に

向
け
た
企
業
会
計
移
行
関
連

業
務
、
施
設
管
理
、
維
持
管

理
、
資
産
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど

で
、
上
下
水
道
事
業
の
持

続
、
進
化
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

水
道
産
業
新
聞
社
に
は
、

私
が
社
長
就
任
時
に
、
表
現

豊
か
な
紹
介
記
事
を
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
、「
水
の
総
合
専
門
紙
」と

し
て
、
水
道
・
下
水
道
の
動

向
に
つ
い
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
魅
力
あ
る
紙
面
の
作
成
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

効
率
的
・
効
果
的
な
更
新
の
力
に

創
刊
５
０
０
０
号
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
貴
紙
が

創
刊
し
た
１
９
５
５
年
�
月

は
、
自
由
民
主
党
の
誕
生
で

日
本
社
会
党
と
の
二
大
政
党

�
年
体
制
幕
開
け
の
月
で
あ

り
、
水
道
界
に
お
い
て
も
、

今
に
続
く
二
大
業
界
紙
体
制

ス
タ
ー
ト
の
月
で
す
。
上
下

水
道
と
歩
み
を
共
に
し
た
�

年
の
歴
史
の
重
み
に
感
慨
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

さ
て
、
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

を
受
け
て
各
事
業
体
は
基
本

計
画
を
公
表
し
、
更
新
・
耐

震
化
事
業
の
具
体
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算

内
で
、
一
日
も
止
め
ら
れ
な

い
水
道
の
施
設
や
設
備
の
更

新
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
進

め
る
必
要
が
あ
り
、
バ
ル
ブ

メ
ー
カ
ー
が
お
客
様
の
問
題

解
決
や
要
求
実
現
に
役
立
て

る
の
は
こ
う
し
た
場
合
で

す
。
例
え
ば
、
既
設
バ
ル
ブ

の
更
新
を
前
倒
し
で
実
施

か
、
延
伸
か
の
判
断
に
迷
っ

た
場
合
な
ど
、
当
社
の
適
切

な
判
断
で
助
成
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
選
別
に
よ
り
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
更
新
事
業
が

展
開
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
他
の
イ
ン
フ
ラ

に
伍
す
た
め
に
も
、
上
下
水

道
の
持
続
に
は
産
・
官
・
学

三
者
一
体
の
行
動
が
不
可
欠

で
、
報
道
機
関
た
る
水
道
産

業
新
聞
に
一
層
担
っ
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
、
三
者
を
つ

な
ぐ
輪
の
ハ
ブ
と
し
て
の
役

割
で
す
。

知
見
活
か
し
て
最
適
な
道
筋
を
示
す

上
下
水
道
施
設
が
、
国
民

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

設
備
で
あ
り
、
そ
の
機
能
の

維
持
が
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

最
た
る
物
の
一
つ
で
あ
る
事

は
、自
明
の
理
で
す
。ま
た
、

一
部
の
地
域
を
除
き
、
こ
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
、

人
口
減
少
問
題
や
財
源
不
足

な
ど
の
課
題
を
抱
え
、
現
在

大
き
な
分
か
れ
道
に
来
て
い

る
事
も
周
知
の
事
実
で
す
。

当
社
は
、
会
社
創
立
以
来
�

年
に
わ
た
り
、
上
下
水
道
施

設
の
整
備
、
維
持
管
理
に
発

注
者
の
皆
様
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題

に
対
し
、
上
下
水
道
分
野
に

と
ど
ま
ら
ず
、
総
合
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
知
見

や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ら
び

に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
新
た
な
事
業
方

式
で
得
た
経
験
を
生
か
し
、

こ
の
分
か
れ
道
に
対
し
、
よ

り
適
切
な
道
筋
を
示
し
、
優

れ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

提
供
の
一
助
と
な
る
よ
う
事

業
活
動
を
展
開
す
る
所
存
で

す
。様

々
な
事
業
活
動
の
展
開

に
は
、
関
連
す
る
情
報
と
そ

の
分
析
が
重
要
な
役
目
を
果

た
し
ま
す
。
正
確
で
緻
密
な

情
報
収
集
と
そ
の
提
供
を
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
大
い

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

先
を
見
据
え
た
最
適
な
事
業
形
態
を

水
道
産
業
新
聞
５
０
０
０

号
の
発
行
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
の
上
下
水
道
は
、
将

来
の
人
口
減
少
に
伴
う
事
業

環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
老

朽
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
率

の
向
上
に
お
い
て
も
、
先
を

見
据
え
た
計
画
の
も
と
、
最

適
な
事
業
形
態
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
産
業
界
に
お
い
て

も
厳
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

や
労
働
人
口
の
減
少
な
ど
、

解
決
す
べ
き
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
貴
紙
に
は
官
民
が
お

互
い
の
状
況
を
理
解
し
、
連

携
を
深
め
て
い
く
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
的
確
な
情
報
発
信

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

当
社
は
、
創
業
時
よ
り
鋳

物
の
製
造
を
通
じ
て
社
会
に

貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

耐
震
型
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

異
形
管
に
特
化
し
た
製
造
現

場
で
は
、
日
々
改
善
に
取
り

組
み
、
製
品
を
使
用
す
る
お

客
様
の
立
場
で
の
「
も
の
づ

く
り
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
ま
で
の
４
年
間

で
主
要
設
備
の
更
新
が
完
了

し
、
万
全
の
体
制
で
次
世
代

の
上
下
水
道
事
業
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●●
「「
感感
謝謝
」」のの
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でで
上上
下下
水水
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のの
持持
続続
とと
発発
展展
にに
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献献

創創
刊刊
５５
００
００
００
号号
記記
念念
特特
別別
号号

持続可能な上下水道めざして

（週二回月・木曜日発行）２０１５年（平成２７年）６月１５日（月曜日）第５０００号 第３種郵便物認可特 集（２５）


